
（一財）全国地域情報化推進協会　御中 報告日 2021年12月28日

派遣決定番号 332K

１．申請団体情報

１－１．申請団体

団体名 代表者名 鈴木康友

担当者部署 連絡先電話番号 053-457-2021

担当者役職 課長 担当者氏名 水谷供子 連絡先E-mail hodo-g@city.hamamatsu.shizuoka.jp

住所

２．派遣アドバイザーに対する評価と要望

アドバイザー 下山　紗代子 石塚　清香

評価 大変よい 大変よい

３．地域情報化アドバイザー派遣実績

派遣日 開始時刻 終了時刻 内休憩時間（分） 活動時間（分）

３－１．活動 2021年12月23日 10時00分 12時00分 0 120

３－２． 会場名 最寄駅 浜松駅

派遣場所 所在地 最寄駅からの交通手段 徒歩

派遣形態 フォローアップ（実地）

４.報告書に関してのAPPLICホームページへの掲載許可

掲載許可

５．依頼内容及び支援を受けたことによる成果・効果

５－１．支援を受けた対象者 属性（職員、一般、企業等）について【自由記述】

2 人

５－２．支援を受けるにあたって目指した成果と実勢に支援を受けたことで改善又は解決した成果・効果

　事業の課題・問題点

　（具体的にご記入下さい）

支援により目指す成果

　（具体的にご記入下さい）

アドバイザーに支援を受けた内容

　（具体的にご記入下さい）

支援を受け改善又は解決された内容

（具体的にご記入下さい）

浜松市中区鍛冶町100-1　ザザシティ浜松中央館　地下1階

430-8652　静岡県浜松市中区元城町103-2

支援を受けたアドバイザーに対する評価をお願いします。

上記評価の理
由（どのよう
なところがよ
かったか等詳
細に）

・2日目の相談会の翌日という間髪を入れないタイミングで実施いただいたことで、講師・担当・相談者の記憶が新鮮なうち
にフォローアップを実施できた。
・初日の打ち合わせ、相談会当日同様、非常にリラックスした雰囲気の中で実施され、自由闊達な意見交換がなされた。

アドバイザー
への要望事項

特になし。

FUSE

人数

担当職員

本地域は、ホンダ、スズキ、ヤマハ、カワイ、浜松ホトニクスといった世界的な企業が創業した地で
あり、現在もスタートアップの誘致、支援に注力している。一方、地方自治体が公開するオープン
データはその地域に根差す情報の塊ともいえるものであり、本地域の特性に合ったスタートアップが
誕生するエコシステムを形成するためには、スタートアップにオープンデータの利活用を促進してい
く必要があると考える。

今回の支援では、スタートアップ支援の当事者となる「支援を受ける側」の関係者と、「支援する
側」の関係者からの個別相談を受けていただき、各々への指針を示していただく。またそれらを基
に、今後、本市がどのようにスタートアップを支援し、そのためにはどのようなオープンデータが必
要か、見極めを行う。

前日の相談会を踏まえ、個別相談の場を設けていただいた。相談を受けたのは市内スタートアップ関
係者1名と、市内でスタートアップの支援を行う事業者1名の合計2名。前者に対しては、相談者の
業種に合わせた地域のオープンデータの利活用手段やサービスデザインについてディスカッションを
行っていただいた。後者に対しては、産学官金連携によるスタートアップ支援において、地域情報の
詰まったオープンデータがどれほど有用か、どのように生かしていくべきか等を支援者側の視点を交
えて解説していただいた。
相談者2名は「支援を受ける側」、「支援をする側」という対極の立場であったが、双方ともにス
タートアップが地域のオープンデータを利活用することの意義について理解を深めている様子であっ
た。一方、本市としても、今後スタートアップによる一層のオープンデータの利活用を促進していく
上で、当事者たちからの生の声を聞く機会に恵まれたことは大変有用であり、今後の指針の参考とし
ていきたいと考える。

○掲載可

企画調整部

地域情報化アドバイザー制度活用報告書（３日目）

　地域情報化アドバイザー制度の活用実績について、下記のとおり報告します。

記

浜松市



具体的な成果物

改善又は解決されなかった内容

持ち越しとなった内容

（具体的にご記入ください）

アンケートの内容と分析結果

５－３．今後の計画

事業の最終的な目指す姿

６．地域情報化アドバイザー支援の様子

究極的には、スタートアップ×オープンデータのコラボレーションにより革新的かつ地域に最適化さ
れたサービスデザインが構築され、また、それによって次代のスタートアップが育つ土壌が形成され
る、いわゆるスタートアップエコシステムが成立している状態を目指す。

定量的な成果物は無いが、今回の相談会により職員の意識の醸成が図られ、利用者目線に立ったオー
プンデータの公開などの取り組みが、より具体的なものとなった。

フォローアップの中で、解決されなかった内容・持ち越しとなった内容等は無かった。

講演・セミナー又は個別の事業支援の実施にあたりアンケートを行った場合は、その内容と分析結果
についてご記入下さい。（ＥＸＣＥＬやＰＤＦでの分析結果を添付されても結構です。）
アンケートを行わなかった場合はその理由をご記入下さい。

相談会のフォローアップのため、アンケートは行わなかった。

最も当てはまるものリストより選択下さい ④予算以外で、今後取組む事項がある

最も当てはまるものをリストより選択下さい。 ⑥途中段階であり、具体的な成果物はできていない
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